
令和5年度 安城まちづくりセンターの主な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

事業名 

●事業実施に至った背景、目的 

  集落行事や冠婚葬祭などの簡素化が目立ち始めていた中、コロナ禍をきっかけに、益々交流

が減り、地域の「味」を受け継ぐ機会がなくなりつつあることに淋しさを感じ、実施した。 

●事業を実施するまでの過程(関係機関との打ち合わせ等) 

  ○運営推進委員会で思いを伝える（令和5年3月） 

○栃木集落「いきいき会」のみなさんが一緒にやりましょうと手を挙げてくださる 

○1回目会議 内容を検討（令和5年8月） 

○2回目会議 予行練習（令和5年10月） 

○最終打ち合わせ、準備（令和5年11月 22日） 

 ●令和6年度以降の方向性 

・今回の取り組みをきっかけに、他集落の高

齢者の会などに広げていきたい。 

・伝統料理の他に昔の遊びなどを取り入れ

て、調理以外で交流できることをスケジュ

ールに盛り込む。 

 

●事業の概要 

実施日 令和 5年 11月23日（木・祝） 

        9：00～13：00 

場 所 栃木集会所 

参加者 小学生 11人、未就学児 1人、保護者 3人 

    いきいき会 9人、センター職員 2人 計 26人 

内 容 角寿司・花寿司・いなり寿司・ロングまき寿司 

    豚汁・田舎まんじゅう作り、みんなで会食 

 ●事業実施後の振り返り 

 いきいき会のみなさんが自発的に意見を出 

し合い、活発に活動された。 

 「すし祭」というタイトルも発案された。 

 あらかじめ前日までに下準備をしたが、当 

日の作業工程の関係で子ども達との交流が

少ない方もおられた。 
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受け継ごう！地域の味「すし祭」 
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入念な打ち合わせ 

弥栄町みらい便り1月号より 
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